
高齢者のメンタルヘルス

【全国】令和６年の自殺者数は19,608人となり、対前年比1,429人減

【大阪市】令和６年の自殺者数は518人となり、対前年比65人減

（１）大阪市における自殺の状況 全国・大阪市の自殺者数の推移

出典：厚生労働省「人口動態統計」より作成
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全国 大阪市

年次別 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6

全国 29,554 28,896 26,433 26,063 24,417 23,152 21,017 20,465 20,031 19,425 20,243 20,291 21,252 21,037 19,608

大阪市 744 691 671 667 647 573 580 537 509 469 532 532 579 583 518

1
本資料の表における「％」欄に表示している数値は、小数点以下第2位を四捨五入していますので、各値の加算合計が100％にならない場合があります。

【資料１】
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（2）男女別自殺者数 全国・大阪市
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【全国】
〇男性は令和６年の自殺者数は13,354人と
なり対前年比 ▲1,034人（▲7.2％）
〇女性は令和６年の自殺者数は6,254人とな
り、対前年比 ▲395人（▲5.9％）

【大阪市】
〇男性は令和６年の自殺者数は336人となり、 
対前年比 ▲41人（▲10.9％）
〇女性は令和６年の自殺者数は182人となり、
対前年比 ▲24人（▲11.7 ％）

（3）年齢別自殺者数（大阪市）

〇男女とも令和6年は、各年代前年に比して減
少傾向でありますが、男女ともに20歳代未満と、
男性70代、女性60歳代が増加しています。
〇令和６年は男性324人うちの60歳以上は
108人となり、 全体の33.3％に及びます。
〇女性170人のうちは60歳以上は53人となり、 
全体の31.2％に及びます。
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（２）出典：厚生労働省「人口動態統計」、
（３）出典：厚生労働省「地域における自殺の基礎資料（自殺日・居住地）」より作成
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（4）令和5年 大阪市の自殺の原因・動機

出典：自殺統計原票データ特別集計より作成
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〇60歳代以上の自殺の原因・動機は健康問題が一番多く、60歳代以上

は健康問題の占める割合が19歳までを除いて、他年代よりも高く、年代が高

いほど割合が高くなっています。

（60歳代49.0％、70歳代61.2％、80歳以上78.8％）

自殺の原因・
動機

家庭問題 健康問題
経済・生活
問題

勤務問題 交際問題 学校問題
その他・不

詳

~19歳 0 14 0 0 0 5 5

20歳代 8 52 25 19 10 1 5

30歳代 23 37 25 15 7 0 5

40歳代 24 72 37 14 13 0 14

50歳代 30 82 47 22 1 0 6

60歳代 14 48 27 4 0 0 5

70歳代 15 60 14 1 3 0 5

80歳代以上 11 67 1 0 1 0 5

合計 125 432 176 75 35 6 50
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（5）令和5年 大阪市の自殺の原因・動機（健康問題内訳）

※出典：自殺統計原票データ特別集計より作成
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〇「健康問題」の内訳では、70歳代までは、

精神疾患の割合が高く、50歳代でも精神

疾患の割合が一番高いが、身体疾患の割

合が増加しています。

〇60、70歳代からは身体疾患の割合が4

割をこえ、精神疾患の割合に近づいています。

〇80歳代以上から、身体疾患が一番多く

なり、身体障害、認知期の低下の悩みが増

加しています。

健康問題
内訳

身体疾患 精神疾患

身体障害
の悩み

認知機能
低下の悩

み
その他悪性新生

物

その他の
身体疾患
(てんかん
含む)

小計 うつ病
統合失調

症
アルコール
依存症

薬物乱用 摂食障害
その他の精
神疾患

小計

~19歳 0 2 2 6 1 0 0 1 3 11 0 0 1

20歳代 1 4 5 18 6 2 0 0 17 43 1 0 3

30歳代 0 0 0 26 3 1 0 0 7 37 0 0 0

40歳代 1 8 9 29 12 5 4 2 10 62 1 0 0

50歳代 4 21 25 32 7 3 2 0 8 52 2 1 2

60歳代 2 18 20 11 6 1 0 0 7 25 1 1 1

70歳代 4 20 24 18 6 0 0 0 5 29 2 1 4

80歳代以上 5 26 31 9 1 0 0 0 2 12 10 7 7

合計 17 99 116 149 42 12 6 3 59 271 17 10 18
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（6）高齢者の入院状況（精神科病院へ入院前住所が大阪市の方）
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出典：大阪府『令和6年度 精神科在院患者調査』より作成

主たる疾患名
65歳以上
入院者数

総入院者数
総入院者のうち

65歳以上の割合

症状性を含む器質性精神障害（F0） 572 641 89.2%

アルツハイマー病の認知症を含む器質性精神障害（F00） (300) (311) 96.5%

血管性認知症を含む器質性精神障害（F01） (37) (41) 90.2%

上記以外の、症状性を含む器質性精神障害（F02-F09） (235) (289) 81.3%

精神作用物質使用による精神及び行動の障害（F1） 64 175 36.6%

統合失調症、統合失調症型障害及び妄想性障害（F2） 636 1,445 44.0%

気分（感情）障害（F3） 154 316 48.7%

神経症性障害、ストレス関連障害及び身体表現性障害（F4） 22 61 36.1%

生理的障害及び身体的要因に関連した行動症候群（F5） 2 14 14.3%

成人のパーソナリティ及び行動の障害（F6) 1 15 6.7%

精神遅滞〔知的障害〕（F7） 9 82 11.0%

心理的発達の障害（F8） 1 30 3.3%

小児期及び青年期に通常発症する行動及び情緒の障害及び特定不能の精神障害
（F9)

1 7 14.3%

てんかん（症状性を含む器質性障害(F0)に属さないもの） 10 16 62.5%

その他 8 14 57.1%

総計 1,480 2,816 52.6%



対象者の年齢 推移

F0：症状性を含む器質性精神障害 F1：精神作用物質使用による精神及び行動の障害 F2：統合失調症、統合失調症型障害及び妄想性障害
F3：気分（感情）障害 F4：神経症性障害、ストレス関連障害及び身体表現性障害 F5：生理的障害及び身体的要因に関連した行動症候群
F6：成人の人格及び行動の障害 F7:知的障害（精神遅滞） F8：心理的発達障害   F9：小児期及び青年期に通常発症する行動及び情緒の障害

年代 R2 R3 R4 R5 R6

10歳代 13 6.4% 6 3.2% 18 10.7% 27 12.8% 11 5.1%

20歳代 43 21.1% 28 14.9% 30 17.9% 41 19.4% 43 20.1%

30歳代 40 19.6% 31 16.5% 27 16.1% 41 19.4% 34 15.9%

40歳代 37 18.1% 27 14.4% 20 11.9% 33 15.6% 30 14.0%

50歳代 28 13.7% 43 22.9% 30 17.9% 24 11.4% 35 16.4%

60歳代 20 9.8% 19 10.1% 13 7.7% 13 6.2% 11 5.1%

70歳代 15 7.4% 21 11.2% 14 8.3% 13 6.2% 19 8.9%

80歳代 5 2.5% 5 2.7% 12 7.1% 6 2.8% 17 7.9%

90歳代 2 1.0% 4 2.1% 0 0.0% 3 1.4% 7 3.3%

不明 1 0.5% 4 2.1% 4 2.4% 10 4.7% 7 3.3%

合計 204 188 168 211 214

R6年代別利用状況

コンサルのみ 外来受診 入院

60歳代 4 1 6

70歳代 9 1 9

80歳代 7 0 10

90歳代 4 0 3

全体 92 25 93

R6精神科受診時の診断名（ICD-10）

F0 F1 F2 F3 F4 F5 F6 F7 F8

60歳代 1 1 0 3 0 0 0 0 0

70歳代 1 0 7 0 0 0 0 0 0

80歳代 1 0 5 0 0 0 0 0 0

90歳代 2 0 0 1 0 0 0 0 0

全体 12 11 6 56 10 0 0 1 4

自傷の有無

あり なし

60歳代 3 8

70歳代 9 10

80歳代 8 9

90歳代 2 5

全体 95 119

高齢者のメンタルヘルス 出典：大阪府地域保健課データより作成

（7）令和6年度夜間・休日精神科合併症支援システムの利用状況（大阪府・大阪市・堺市共同実施）
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・ 精神科コンサルテーション
・ 患者受け入れ体制確保
・ サポートのための身体科医
師が待機

（参考）夜間及び休日における精神科救急医療の状況について（大阪府・大阪市・堺市の３者共同で精神科救急医療システムを運営）

有り

本人・家族 消 防医療機関

精神科一次救急診療所
（大阪市内）

警 察

精神科の救急医療に関する
本人・家族等からの相談窓口

おおさか精神科救急ダイヤル
（民間団体に委託）

公的病院

平日昼間等

精神科救急医療受診
にかかる調整窓口

おおさか精神科救急
医療情報センター

無し

診察要件の有無

措置診察
実施の判断窓口

夜間・休日措置診察
受付窓口

①夜間・休日
措置システム

精神科病床の
ある一般病院

二次救急病院等

専用
ナビダイヤル

合併症支援病院
（輪番）

合併症支援病院
（輪番）

③精神科合併症支援システム

②救急医療システム

自傷他害の恐
れのある場合

入院中に身体科治療が
必要になった場合

拠点病院（輪番）

拠点病院（輪番）

拠点病院（輪番）

拠点病院（輪番）

拠点病院（輪番）

拠点病院（輪番）

拠点病院（輪番）
緊急病院（輪番）

緊急病院（輪番）

夜間とは17時から翌朝9時、休日とは土・日・
祝日・年末年始の9時から翌朝９時をいう

④身体合併症の受入協力
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